
さ
く
ら
て
ん
し

ぎ
ん
な
ん　

ぎ
ん
ち
ゃ
ん

し
い
た
け　

た
け
ち
ゃ
ん

ゆ
ず
ぼ
う
や

フ
ラ
フ
ラ　

フ
ラ
く
ん

あ
じ
さ
い
ひ
め

森
の
モ
リ
く
ん

物
部　

ア
ユ
ち
ゃ
ん

龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

瀧
の
シ
ブ
キ
ち
ゃ
ん

さ
ん
れ
い　

さ
ん
ち
ゃ
ん

土
佐
打
刃
物　

タ
ン
ち
ゃ
ん

か
り
か
り　

モ
モ
コ
ち
ゃ
ん

や
な
せ
た
か
し

Ｃ

◆
山
田
競
馬
場
の
資
料

　

持
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

昭
和
２
年
か
ら
８
年
ま
で
、

山
田
町
西
町
（
現
在
の
宝
町
３

丁
目
か
ら
５
丁
目
）
に
公
設
山

田
競
馬
場
が
あ
り
、
一
日
３
万

人
が
入
場
す
る
、
大
盛
況
の
競

馬
場
で
し
た
。

　

当
時
の
同
競
馬
場
の
写
真
が

古
い
ア
ル
バ
ム
に
残
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

そ
の
他
に
も
入
場
券
・
馬

券
・
ポ
ス
タ
ー
・
新
聞
記
事
な

ど
何
か
お
持
ち
で
し
た
ら
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
史
談
会

高
田

☎
090
・
７
７
８
０
・
２
５
９
９

◆
山
フ
ェ
ス
in
猪
野
々
・
渓

　

鬼
荘

　

県
立
山
田
高
等
学
校
の
生
徒

た
ち
が
吉
井
勇
記
念
館
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
準

た
だ
い
ま

No.１６１

２２Kami

　

私
の
国
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
と
フ
ァ
ラ
オ
が
有
名
で
す
。

日
本
人
の
皆
さ
ん
は
、
「
エ
ジ

プ
ト
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
と
か
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
テ

レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
」
な
ど
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

香
美
市
は
き
れ
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
天
気
が
い
い
日
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
海
が
遠
く
な
い

の
で

遊
び
に
行
け
ま
す
。
香

美
市
の
皆
さ
ん
は
や
さ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
、
勉
強
は

む
ず
か
し
い
で
す
が
、
大
丈
夫

で
す
。
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
広
い
世
界
を

見
に
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ノ
ハ

イ
ス
マ
イ
ル

メ
ド
ハ
ト

モ
ハ
メ
ド

イ
ス
マ
イ
ル

エ
ジ
プ
ト
／
ザ
ガ
ジ
グ

２３ Kami

掲　

示　

板

　

マ
ル
ハ
バ
！

こ
れ
は
私
の
国
の
こ
と
ば
で

「
こ
ん
に
ち
は
」
で
す
。

私
は
ノ
ハ

イ
ス
マ
イ
ル

。
高

知
工
科
大
学
大
学
院
の
研
究
生

で
す
。
専
門
は
レ
ー
ダ
ー
で
す
。

２
０
２
０
年
２
月
に
エ
ジ
プ
ト

か
ら
来
ま
し
た
。
趣
味
は
歌
と

料
理
で
す
。

るので、配下には厳しい統治で臨んだと考えられ

る。

　土佐戦国の雄であった山田氏によって築かれた

楠目城は、地域農民を動員した大土木工事であっ

たと考えられる。蚊居田衆、片地衆、佐岡衆、美

良布衆や槇山衆も動員されたであろう。現実的に

は、早春から晩秋までの稲作繁忙期を避け、鍬や

鋤、モッコ運搬の冬場の人力作業であったはずで

ある。村長が率いる隊を競争させたであろう。こ

のように想像すると、香美市民先祖共通の遺構と

いう事になる。

　近年、楠目城は歴女と呼ばれる方など、城塞に

詳しい芸能人にも知られている。楠目城址は、観

光地としての魅力は少ないかもしれないが、子ど

も達の学習の場、楠目地区散策場、市の歴史的遺

構として整備活用すれば、楠目地区の誇りになる

可能性が大きい。地区の公園のようにして、桜の

段、梅の段、つつじの段など

植栽し、市内の老幼も気軽に

登れて親しめる遺跡山になれ

ばと思う。山田氏時代の頃を

考えることができる場所にな

れば、山田大仲臣氏も天上で

喜んでくれるのではないかと

夢を見るのである。（香美市

文化財保護審議会・岡村）

　戦国時代の中期、鏡野中学校の東山に楠目城が

築かれ、山田大仲臣氏が居城していた事が知られ

ている。土佐史談会の詫間さんが、話をされた事

がある。「楠目城址は、戦国時代の土佐国で屈指

の規模を持ち、遺構の残存状況も良好で、磨けば

香美市の魅力を内外に発信する可能性のある宝石

の原石のようなもの。市の活性化には、人を集め

る事が前提になる。これが山林に埋もれて生かさ

れていない事は、もったいない」と。

　楠目城の築城時期については、記録が無く分か

らないが、南北朝の内乱(１３３９)将軍足利尊氏の

頃から永正五年(１５０８)山田河内守元(基)道の頃

までには、築城が完成していたと考えられる。

　小山の傾斜地に見える遺構は、縦掘りや横掘り、

堀り切り、土塁を巡らせ、頂上部は詰ノ段と呼ば

れる平地になっているが、天守閣は無く砦のよう

なものだったらしい。『茶ヶ森』『鞠ノ庭』の名

が残り、法林寺跡の段には泉がある。字名では

『城山』『大河内』『城ノ間門』などが防御籠城

の城址であった事を伝え、『手打谷』が北谷にあ

むらおさ

まり

第２１回  楠目城の築城回  楠目城の築城

　　
(山田高校マンガ部)

備
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
き
て
く
だ

さ
い
！

【
日
時
】

◆
11
月
３
日
（
祝
・
火
）

雨
天
時
は
11
月
７
日
（
土
）
に
延
期

【
場
所
】

吉
井
勇
記
念
館

【
内
容
】

山
田
高
校
商
業
科
・
ビ
ジ
ネ
ス

探
求
科

ト
ー
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
部

エ
ン
タ
メ
部
門
生
に
よ
る
、
よ

さ
こ
い
演
舞
他
、
エ
コ
な
マ
ル

シ
ェ
や
渓
鬼
荘
で
『
ふ
ら
ふ
De

め
い
ど
』
の
カ
フ
ェ
出
店
な
ど
、

山
高
生
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

対
策
と
し
て
入
場
制
限
を
と
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※

山
田
高
校
か
ら
送
迎
バ
ス
を
運
行

予
定
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

香
美
市
観
光
協
会

☎
52
・
８
５
６
０

その
１５８

　今月満１～３歳の誕生日を迎える

お子さんを紹介します。

い
ひ
め

く
ん

モ
コ
ち
ゃ
ん

今月満１～３歳の誕生日を迎え

お子さんを紹介します。

おたんじょうび
おめでとう

掲載を希望される方を募集中！

申し込みは誕生月の前月１日まで 。

      総務課   ☎５３－３１１２問

※○は土佐山田町、○は香北町、○は物部町です。香山 物

ハガキまたはEメールで①クイズの解答②住

所③氏名④電話番号⑤誌面の感想を記入の上、

応募してください。応募は１人１通とさせて

いただきます。

■応募締切 １１月２日（月）必着

■あて先　　〒７８２－８５０１(住所記載不要)

　香美市広報委員会事務局かみかみクイズ係

　　　

【問い合わせ先】総務課　☎５３－３１１２

※当選者は誌面で発表します。

Ａ．今月号の特集は『国勢●●』。皆さん、回

　　答はお済みですか。

Ｂ．第６３回●●夫婦祝福式典が開催され、香

　　美市から１５組のご夫婦が出席されました。

第第 １２１２６ 回回　かみかみクイズクイズ　

応
募
方
法　

第１２６ 回 かみかみクイズ

E

第１１４回当選者 大家政子さん・川村博子さん

北村安子さん・谷本佑さん（応募総数３７通）

第１１５回の解答 A．オレンジ　B．本

解答は、今月号の誌面
にあるよ。
ケイタイからメールで応
募しよう。

や
な
せ
た
か
し

Ｃ龍
河
洞　

リ
ュ
ー
く
ん

今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品今月の賞品

全問正解者の中から抽選で

３名様に贈呈

土佐ポン酢『ゆず酢っぽんぽ土佐ポン酢『ゆず酢っぽんぽ
ん』３本セットん』３本セット
土佐ポン酢『ゆず酢っぽんぽ
ん』３本セット

香美市ふるさと納税の返礼品香美市ふるさと納税の返礼品
として大人気！！として大人気！！
香美市ふるさと納税の返礼品
として大人気！！
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